
本校のトータルビューティ学科・美容学科の卒業生は、平成6年文部省告示第84号により、「専門士」の称号が付与されます。

あります。詳細はお問い合わせください。

学校周辺で信頼・実績のある学生マンションや学生会館をご案内しています。オープンキャンパス参加の際は
体験入寮も可能です。ご希望の方は本校へお問い合わせください。ミスパリ学生寮もご用意しています。
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学生マンション・寮

●滋賀銀行（営業時間:平日・土日祝日9:00～21:00）
ホームページ: https://mcl.sbk.jp/lp/teikei/ ※詳しい資料をご希望の方は本校までお問い合わせください0120-889-201

orico-web.jp/gakuhi

は
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お

トータルビューティ学科、美容学科、エステティックマスター学科

源泉徴収票または確定申告書（控） 他等

元金据置期間

別
科

ミス・パリ・ビューティ専門学校は、厚生労働大臣が指定する「専門実践教育訓練指定講座」の認定校です。
【専門実践教育訓練指定講座】当講座は、一定条件を満たす雇用保険の被保険者（在職者）または被保険者だった方（離職者）に、教育訓練にかかった経費の
一部に対して給付金の支給を受けられるという制度です。
【給付金】受講中 受講者が支払った教育訓練経費のうち、50％が支給されます（年間上限40万円）。　卒業後 受講修了日から1年以内に国家資格を取得し
被保険者として雇用された方には、支払った教育訓練経費のうち、20％が追加支給されます（受講中、卒業後で最大112万円）。

※ミスパリ学生寮は、AOエントリー時にお申込みいただけます。

③借用証書　④送金先口座の預金通帳　他

（営業時間:平日9:30～17:30）

当制度は、経済的理由で進学が困難な方でも、世帯収入の基準を満たしていれば支援を受けることができる文部科学省が定めた
制度です。該当する方は、入学金、授業料の免除又は減額に加えて、返済不要の給付型奨学金の支援を受けることができます。

日本学生支援機構 奨学金制度
…ミスパリは、高等教育の修学支援新制度の対象校です。給付奨学金（返済不要）/ 高等教育の修学支援新制度

1.授業料等の減免　減免対象になる学費（トータルビューティ学科・美容学科）　入学金　最大100,000円　授業料　最大590,000円
2.給付型奨学金の支給（原則、返済が不要な奨学金） 進学資金シミュレーター

■支援内容

※詳しくは高等学校に
　早めにお尋ねください （卒業後2年以内まで）

毎月定額が支給されます
4～6月
高等学校に申込み 4月

進学届提出

4月
校内説明会後申込み

5～6月
奨学金支給

６～7月
奨学金支給出願 合格

手続き
の流れ

入学前予約採用

※入学後も申込みが
　できます

入学後在学採用

0570-666-301

入学

採用候補者
決定出願 合格

高等学校3年生の4～6月に在学中の高等学校で申込みを行います。進学先が未決定でも申込みが可能です。高等学校の先生にご相談ください。
■日本学生支援機構 奨学金制度 申し込み方法

入学後の4月に申込みを行います。その後、日本学生支援機構において選考の上、支給されます。
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以内 以内 以内 以内600 690890

祝祭日・

本校のトータルビューティ学科・美容学科に在籍する学生は、通学定期
および遠距離旅行の運賃について、学生割引が入学式後に適用されます。

本校のトータルビューティ学科・美容学科に在籍する学生は、修得単位と
大学が定める試験に合格すると4年制大学3年次への編入ができます。

本校の専門課程に在籍する勤労学生は、一定の条件を満たした
場合に、学校法人校の特典として勤労学生控除の対象となります。
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高等学校の1年から申込時までの
学習成績の平均値が3.5以上など

30,000円
7,355円

108回（9年） 144回（12年） 156回（13年） 180回（15年） 192回（16年）

５0,000円
9,461円

80,000円
14,107円

100,000円
15,574円

120,000円
17,687円

自宅外通学　2～6万円から希望する月額を選択できます（1万円刻み）。
2～12万円から希望する月額を選択できます（1万円刻み）。

自宅通学　2万、3万、4万、５万3千円から希望する月額を選択できます。

給与所得者　　803万円程度
給与所得以外　552万円程度

給与所得者　　725万円程度
給与所得以外　333万円程度
（※自宅通学の場合）

給与所得者　　1,250万円程度
給与所得以外　  892万円程度

給与所得者　　1,127万円程度
給与所得以外　719万円程度
（※自宅通学の場合）

高等学校の最終2ヶ年の
学習成績が3.2以上など

高等学校の学習成績が
平均水準以上であることなど

出身学校または在籍する学校の学習
成績が平均水準以上であることなど

第一種奨学金
（無利息）

専門学校入学前の予約申込

学力基準

貸与月額
返還月額

返還回数（年数）

貸与月額

家計支援者
収入上限額
（例：4人世帯）

専門学校入学後の申込 専門学校入学前の予約申込 専門学校入学後の申込

第二種奨学金
（有利息：在学中は無利息、卒業後は年3%を上限とする利息つき）

■返還例：日本学生支援機構奨学金制度（第二種）返還例（貸与月数24ヶ月の場合）

奨学金の種類

入学時特別増額貸与
奨学金

（有利子貸与）

初回貸与時一括
（1年次のみ）

貸与期間 貸与額
100,000円
200,000円
300,000円
400,000円
500,000円

■入学時特別増額貸与奨学金
※返還例は、貸与期間や貸与総額によって変わります。　※年利は2%で計算しています。

※第一種または第二種と併せての申込となります。
※入学時特別増額貸与奨学金を利用できる方は、労働金庫（ろうきん）の「入学時必要資金融資（つなぎ融資）」を利用することにより、入学前に資金を用意することができる場合があります。

・利率固定方式を選択すると、返還時の利率は貸与終了時から変動しません。
・利率見直し方式を選択すると、市場の変動により数年に一度上限3%で変動します。

申込条件

(1)奨学金選考時の家計基準に用いられた貸与額算定基準額が75,000円以下となる方（4人世帯の給与所得者の場合で、収入が
　400万円程度以下）
(2)(1)以外の方で、日本政策金融公庫（以下「公庫」という。）の「国の教育ローン」が利用できなかった方のうち、
　「融資できない旨を記載した公庫発行の通知文のコピー」を提出できる方

第一種奨学金または第二種奨学金を希望し下記のいずれかを満たす方。

年率2.35%　※2024年11月1日現在（母子・父子家庭の方等は年1.95%）

貸与奨学金（返済必要）
修学にあたり、経済的サポートが必要な方を対象に、月2～12万円の貸与を受けることができる制度です。
日本学生支援機構の貸与奨学金を借りる際は、「機関保証」か「人的保証」を選択します。機関保証制度とは、機構が指定する保証機関の
連帯保証を受ける制度です。人的保証制度とは、奨学生（返還者）の父母・親戚等に連帯保証人と保証人を引き受けてもらう制度です。
本校では、日本学生支援機構奨学金の採用候補者は授業料・実習費・施設設備費の分納が可能となります（P1参照）。

支援区分

第Ⅰ
第Ⅱ
第Ⅲ

～約2,700,000円 満額 38,300円 75,800円
25,600円 50,600円
12,800円 25,300円

～約3,000,000円 満額の2/3
～約3,800,000円 満額の1/3

1.授業料等の減免 2.給付型奨学金の金額（給付月額）

入学金 授業料

年収の目安

自宅通学 自宅外通学

第Ⅳ（注） 9,600円 19,000円～約6,000,000円 満額（年収の上限なし）
注：第Ⅳ区分は、多子世帯（扶養するお子様の人数が3人以上である世帯）が対象です。     
※記載内容は2024年12月時点の情報となり、今後変更になる可能性があります。　※年収の目安は、お子様の人数や年齢等の世帯構成などで異なります。     
※2025年度から多子世帯（扶養するお子様の人数が3人以上である世帯）は、年収に関係なく「1.授業料等の減免」が満額受けられる予定です。     
※減免額は支援区分によって異なります（半年に1回区分審査があります。区分変更があった場合は差額分を調整いたします）。     
※学籍変更（途中退学等）があった場合は、免除額を含めた学費の不足分や、給付分の返金を求められることがあります。

（第I~III:家族4人世帯の場合）
（第IV:家族5人世帯の場合）

学生マンション・
寮のご紹介


